
原著論文　研究ノート種別を選択
書式の詳細は『理論と方法』最新号に合わせてください

メインタイトル：
サブタイトルサブタイトルには（2倍ダッシュ，──ではなく）コロン（：）を使用


［要約］
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
要約は改行できない（英語要約も）

［キーワード］
　○○○，○○○，○○○

1　節タイトル
1.1　項タイトル
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

1.2　項タイトル
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．文献挙示には（半角ではなく）全角かっこを使用（英語原稿では半角）


2　節タイトル
2.1　項タイトル
　盛山（1995）は○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

―――図表は本文中に記載せず，場所のみ指定し，まとめて原稿末尾に記載
マイナス記号（－）は半角ではなく全角

図1
―――

2.2　項タイトル
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．仮説，定義，定理などはこの形で記載（前後1行空白，字下げなし）


仮説1．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

3　節タイトル
3.1　項タイトル
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
3.2　項タイトル
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

4　節タイトル
4.1　項タイトル
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

4.2　項タイトル
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

［注］
1）　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．文献のサブタイトルには（2倍ダッシュ，──ではなく）コロン（：）を使用

2）　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．［謝辞］は掲載決定後に記載


［文献］
Blau, Peter M., and Otis D. Duncan, 1967, The American Occupational Structure, Wiley.
原純輔・盛山和夫，1999，『社会階層：豊かさの中の不平等』東京大学出版会．
盛山和夫，1995，『制度論の構図』創文社．出版社の所在都市は入れない．例　University of Chicago Press（Chicago: University of Chicago Pressではない）

盛山和夫，2013，『社会学の方法的立場：客観性とはなにか』東京大学出版会．
渡邊勉・佐藤嘉倫，1999，「職歴にみる戦後日本の労働市場」『社会学評論』50(2): 197-214．
同じ執筆者による文献には（4倍ダッシュ，────ではなく）執筆者名を繰りかえす



Main Titel:
Subtitle
[bookmark: _GoBack]
Abstract
Xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx xxxxx.

Keywords
xxxxx , xxxxx, xxxxx 英語キーワードは原則としてすべて小文字





表1
図表は表，図の順にまとめて原稿末尾に記載
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投稿前チェックリスト

・（タイトル）副題がある場合，「―」（2倍ダッシュ）は使わず，「：」（コロン）をもちいる．
・（アブストラクト）改行しない．冒頭は，英文の場合は字下げなし．和文の場合のみ一字下げる．
・（本文）句読点はピリオド「．」とコンマ「，」．日本語コンマ「，」は全角．
・（本文）文献表記で，年は全角確固（）でくくる．年の後にページ数や章番号などが入る場合，「年＋半角コロン＋半角スペース＋ページ数」とする．例　「落合（2015: 117）は～」．
・（本文）括弧はすべて全角．ただし数式中の括弧は半角．
・（本文）数式のアルファベットはイタリック．また数式中のコロンは半角．
・（本文）マイナス「－」は全角．
・（本文）「仮説」「リサーチ・クエスチョン」「定義」などは別行にする．
・（文献リスト）同一著者を含む文献が続く場合でも，毎回著者名を記載する．（「――――」（4倍ダッシュ）はもちいない）
・（文献リスト）副題がある場合，「――」（2倍ダッシュ）は使わず，「：」（コロン）をもちいる．
・（文献リスト）出版社の所在都市は，入れない．例　University of Chicago Press（Chicago: University of Chicago Pressではない）．
・（本文と文献リスト）本文と文献リストの文献が，すべて対応しているか．
・（表）統計分析の際の「*** p < .001」等のp，Nはイタリックになっているか．
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